
反
対
討
論

！
〇市内の小中学校に通う子どものなかには、日本語でコミュニケーションがとれな
い外国籍の子どもが多くおり、今も増加傾向。
〇ポルトガル語・スペイン語他９か国超の児童に対し、母語の解らない先生が日本
語の教育や学校でのルールやマナーを指導。
〇学校連絡や学習相談などで保護者とのコミュニケーションにも苦慮している現状。
〇このような要因は外国人労働者の法律改正により、外国人の滞在期間が延長されたことなど国の責
務を考慮し、国に対し意見書を提出しました。
〇「創造みらい半田」「公明党」「維新・半田市民の会」「志民ネット」４会派の代表の議員提案で
発議し、１会派２名を除く全ての議員の賛同で可決、国に対し意見書を提出しました。

■賛否の分かれた案件
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「日本語教育の必要な児童生徒に対する
　日本語教育の充実を求める意見書」
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（表の見方）議は議長（採決に加わらない）、○は賛成の議員、●は反対の議員

議案
75

令和元年度半田市一般会計補正予算第
３号
（人事院勧告による職員給与等の増額、
ＪＲ武豊線連続立体交差化事業におい
て、支障となる水路用地の取得による
もの等）

議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案
可決

○

○ ○

●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

議

議

議

議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○●

○● ○ ○

議案
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議案
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議案
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書案
２

●

○

○

●

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

○

●

○

半田市特別職員の給与に関する条例の
一部改正について
（人事院勧告を受け条例の一部を改正
するもの）

令和元年度半田市ＪＲ半田駅前土地区
画整理事業特別会計補正予算第１号
（用途買収箇所の変更や、税収増の見
込みなどにより、一般財源を充当し、
借入をやめるもの等）

半田市議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部改正につい
て
（人事院勧告を受け条例の一部を改正
するもの）

日本語教育の必要な児童生徒に対する
日本語教育の充実を求める意見書の提
出について
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案
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・
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・
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号
に
反
対

議
案
75
・
77
・
84
号
に
反
対
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■Ｑ　いじめ不登校対策事業について、小学校の
不登校が増えていると聞きますが、その原
因など議員としての考えを聞かせてくださ
い。

■Ａ　無理して学校へ行かなくてもよいというア
ナウンスが影響していることが一つの原因
と考えます。
また、核家族化から多くの方と接しなが
ら生活する機会が減り、対人的に苦しい思
いをする環境を生み出していることが要因
ではないかと考えます。

■Ｑ　半田病院と常滑市民病院の統合計画につい
て、具体的に進んでいるのか、現在の進捗
状況を教えてください。

■Ａ　両病院間では、「統合会議」が開催されて
おり、経営統合については決定しています。

■Ｑ　半田病院が新しくなりますが、議会側が市
へ示した要望があれば教えてください。

■Ａ　新半田病院へのアクセスについては、議会
として「新半田病院へのアクセス調査特別
委員会」を立ちあげ調査研究をし、市へ２
点のことについて要望をしています。
①道幅を広くするなど市内からのアクセス
道路の改良をすること　
②環状線の整備を行い亀崎・乙川地区から
のアクセス時間の短縮を図ること。

■Ｑ　ＪＲ高架化事業について、事業費の内訳を
教えてください。

■Ａ　現時点での総事業費は、約２８６億7，000万
円です。
その事業に係る分担金内訳につきまして
は、次のとおりです。
①半田市　約１００億８，３２５万円
②国　　　約１３２億３，０５６万８，０００円
③県　　　約 ４４億 ８３３万３，０００円
④その他　約 ９億４，７８４万９，０００円

■Ｑ　ごんくるバスの今後の運用についての討議
はどのようになっていきますか。

■Ａ　バス路線の空白地域については地域ごとに
「地区バス会」を立ちあげていただき、地
域で必要とされる要望について議論をして
いただいています。

10月４日（金）、19時30分から雁宿ホールにおいて、議会報告会を開催し、21名のご参加をいただきま
した。第１部では、９月定例会の審議内容などを報告し、第２部では、参加された市民の皆さまと意見交換
会を行いました。
意見交換では、いじめ不登校対策、市内バス路線の空白地域のこと等、さまざまなご意見をいただき、あ

りがとうございました。

第26回議会報告会「市民と議会のつどい」を
開催しました！

次回、第27回議会報告会「市民と議会のつどい」
■とき：令和２年４月３日（金）
■時間：１９時３０分から
■場所：アイプラザ半田　研修室
■内容：３月定例会報告、意見交換会など

意見交換会で頂いた主な質問と回答

議会を身近に感じていただける
よう、議員が直接市民の皆さま
に分かりやすくお伝えします。
お気軽にお越しください♪
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